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太 田 仁 樹１３０
－１３０－
実上の（via−facti）征服は，いかがわしい偏狭さのもとでおこなわれるからである。どの権能も代理
権であるが，委託でもある。権利でもあり義務でもある。今日では，とりわけ財政において現われて
いるのであるが，権利と代理権が分割され，棄てられ，失墜した全体である国家には義務が残り，さ
らに公民に任されている。国家は，常に命令し，強制し，要求するものである。 だが民族は与え
るものである。外見上は，それは無から与える。実際には，不特定な名前のない全体の真ん中から，
しかも自分の責任なしに与えるのである。
この運命的な連関は，次のような方策をわれわれに強制する。諸民族（Nationen）と諸地域の特別
統治権限および自己統治権限を特定の厳密に限定された国家的高権にまとめ上げ，しかも同時に支配
の義務と重荷をこれに結びつけ，その担い手に固有の権限の肩書きと責任を与えることである。それ
は構成国家であるべきであり，成人なら当然のことであるように，自分の家は自分で管理すべきであ
る。それゆえ今日では，全体国家の利益は，すでに諸民族と諸地域の自決志向に一致している。事態
は，連邦国家的な憲法体制にとっても実際に機が熟しているのである。
［原 注］
［１］第２５節における民族理念と国家目的についての詳論を参照。
［２］エジプトやインドにおける英国の統治制度は，上述の区別をうまく利用している。それは土着民を支配し，可能な
場合は，もともとの族長や役人を前に立てて，そうすることで，さながら眼に見えぬ間に支配する。
１３１カール・レンナー『諸民族の自決権』
－１３１－
